
（ 5 ） （ 4 ）

指
定
し
、指
定
後
も
指
導
や
監
査
を

行
っ
て
お
り
、市
の
人
員
体
制
も
変

え
ず
に
対
応
で
き
る
と
考
え
る
。

Ｑ　

細
か
な
居
室
要
件
な
ど
も
条
例

で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

許
認
可
や
設
置
は
、ど
こ
の
権
限
に

な
る
の
か
。

Ａ　

事
業
所
の
設
置
に
は
、開
発
面

か
ら
は
建
築
関
連
法
令
を
順
守
し
、

事
業
運
営
面
は
、条
例
案
が
示
す
基

準
に
適
合
し
て
市
の
指
定
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ　

省
令
か
ら
条
例
に
移
行
し
基
準

を
設
け
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ　

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や

事
業
者
の
実
態
に
応
じ
た
独
自
の
基

準
を
設
定
で
き
る
た
め
、こ
れ
ま
で

以
上
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
、

意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

◆
市
が
管
理
す
る
市
道
の
構
造
の
技

術
的
基
準
等
を
定
め
る
条
例
を
制
定

《
総
員
賛
成
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

条
例
化
す
る
こ
と
で
、基
準
に

満
た
な
い
道
路
を
ど
の
よ
う
に
基
準

に
近
づ
け
る
か
。

Ａ　

改
良
工
事
や
修
繕
は
、条
例
に
関

わ
る
部
分
が
出
れ
ば
準
用
し
て
い
く
。

◆
市
税
条
例
の
一
部
改
正

《
賛
成
多
数（
18
人
）で
原
案
可
決
》

Ｑ　

条
例
改
正
で
増
額
と
な
る
人
数

と
、財
源
と
な
る
額
は
。

Ａ　

23
年
度
の
均
等
割
の
納
税
者
か

ら
推
定
す
る
と
、増
額
と
な
る
方
は

約
８
万
人
い
る
。額
は
年
間
約
３
９

０
０
万
円
、10
年
間
で
約
３
億
９
千

万
円
。

Ｑ　

防
災
事
業
を
具
体
的
に
。

Ａ　

東
日
本
大
震
災
、阪
神
淡
路
大

震
災
の
教
訓
か
ら
、大
震
災
で
電
力

供
給
が
止
ま
っ
た
場
合
で
も
、避
難

所
の
電
力
を
最
低
限
確
保
す
る
た
め
、

25
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
に
、市
内

指
定
避
難
所
の
う
ち
の
28
施
設
と
災

害
対
策
本
部
と
な
る
市
役
所
に
、太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
中
心

に
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

基
金
に
よ
る
対
応
な
ど
、市
税

を
上
げ
る
こ
と
な
く
対
応
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

Ａ　

事
業
の
観
点
か
ら
市
民
税
の
均

等
割
で
広
く
市
民
に
負
担
を
お
願
い

す
る
も
の
。仮
に
税
率
を
引
き
上
げ

な
か
っ
た
場
合
は
、普
通
地
方
交
付

税
の
算
定
な
ど
で
、市
が
不
利
益
を

被
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。な
お
、県

内
全
て
の
市
町
村
が
、同
様
の
改
正

を
行
っ
て
い
る
。

◆
防
災
会
議
条
例
及
び
災
害
対
策
本

部
条
例
の
一
部
改
正

《
総
員
賛
成
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

防
災
委
員
は
、改
正
後
に
５
人

増
員
し
、40
人
以
内
で
組
織
す
る
こ

と
と
な
る
が
、ど
の
よ
う
な
基
準
で

選
定
す
る
の
か
。

Ａ　

地
域
の
防
災
力
の
強
化
を
図
る

防
災
機
能
の
強
化
を
図
る

防
災
会
議
の
所
掌
事
務
の
改
正
と

防
災
委
員
の
人
数
の
増
員
な
ど
委

員
の
規
定
を
改
め
る
も
の

◆
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
制
定

◆
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
制
定

《
い
ず
れ
も
総
員
賛
成
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

こ
の
条
例
の
制
定
で
、施
設
の

居
室
や
人
員
配
置
な
ど
の
要
件
が
定

め
ら
れ
る
が
、市
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
、

指
導
体
制
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

所
は
、こ
れ
ま
で
も
市
が
公
募
し
て

災
害
に
強
い
街
を
目
指
し
て

市
が
、防
災
事
業
に
必
要
な
財
源

と
し
て
、26
年
度
か
ら
35
年
度
ま

で
の
10
年
間
、市
民
税
の
均
等
割

に
５
０
０
円
加
算
す
る
も
の

こ
と
が
目
的
の
た
め
、地
域
に
詳
し

い
方
、当
地
方
の
歴
史
的
な
災
害
や

事
件
を
研
究
し
て
い
る
方
な
ど
、地

域
で
防
災
の
活
動
や
研
究
を
行
っ
て

い
る
方
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

防
災
会
議
の
位
置
付
け
を
情
報

収
集
機
関
か
ら
諮
問
機
関
へ
と
、大

き
く
変
更
し
た
理
由
は
。

Ａ　

災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正

で
、防
災
会
議
は
、委
員
に
自
主
防
災

組
織
を
構
成
す
る
者
ま
た
は
学
識
経

験
の
あ
る
も
の
を
加
え
る
こ
と
で
、

平
時
の
防
災
に
関
す
る
施
策
に
対
す

る
諮
問
的
機
関
の
位
置
付
け
を
明
確

化
し
、機
能
の
強
化
を
図
る
も
の
。

◆
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

《
総
員
賛
成
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

ス
プ
リ
ン
グ
入
り
ベ
ッ
ド
マ
ッ

ト
レ
ス
の
処
理
料
を
千
円
の
有
料
化

に
す
る
理
由
と
近
隣
市
の
状
況
は
。

Ａ　

有
料
に
す
る
の
は
、こ
こ
数
年
、

収
集
さ
れ
る
台
数
が
増
え
て
き
た
た

め
。近
隣
市
は
、所
沢
市
・
川
越
市
が

千
円
の
手
数
料
を
徴
収
。入
間
市
・
飯

能
市
は
処
理
困
難
物
と
し
て
受
け
入
れ

て
い
な
い
。

◆
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

《
総
員
賛
成
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

電
気
料
金
は
、ど
の
程
度
増
額

に
な
る
の
か
。

Ａ　

全
体
で
２
１
２
７
万
円
。

Ｑ　

こ
ど
も
医
療
費
が
４
１
０
０
万

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、そ
の

要
因
は
。

Ａ　

中
学
３
年
生
ま
で
の
利
用
拡
大

が
２
年
目
を
迎
え
、制
度
の
周
知
や

定
着
が
な
さ
れ
た
こ
と
、イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
や
、気
象
条
件
で
体

調
を
崩
す
子
ど
も
が
増
え
た
こ
と
で

は
な
い
か
と
と
ら
え
て
い
る
。

Ｑ　

祇
園
保
育
所
の
建
て
替
え
費
用

が
９
０
０
万
円
減
と
な
っ
て
い
る

が
、建
て
替
え
事
業
の
影
響
は
。

Ａ　

祇
園
保
育
所
の
造
成
が
、狭
山

市
駅
東
口
土
地
区
画
整
理
事
業
の
中

で
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
減

額
と
な
っ
た
が
、保
育
所
の
工
事
に

は
影
響
な
い
。

Ｑ　

今
回
の
補
正
で
一
番
大
き
い
の

は
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
費
の

介
護
保
険
の
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
基
準
を
市
で
定
め

る
も
の

介
護
保
険
・
地
域
密
着
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
へ

安
全
な
市
道
の
確
保

市
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
や
道

路
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
も
の

処
理
施
設
に
置
く
技
術
管
理
者
の

資
格
を
定
め
る
こ
と
と
、ス
プ
リ

ン
グ
入
り
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
レ
ス
の

処
分
手
数
料
を
定
め
た
も
の

廃
棄
物
処
理
の
一
部
有
料
化

　

市
議
会
に
請
願・陳
情
を
す
る
場
合
は
、次
の
要
領
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
…
定
例
会
前
の
議
会
運
営
委
員
会
前
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の

　
　

を
定
例
会
で
審
査

陳
情
…
議
会
運
営
委
員
会
で
取
り
扱
い
を
審
査
。締
め
切
り
は
、定
例
会

　
　

前
の
議
会
運
営
委
員
会
前
日
か
、定
例
会
最
終
日
前
々
日
の
17
時

１　

件
名
、要
旨
、理
由
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

２　

提
出
年
月
日
、請
願（
陳
情
）者
の
住
所（
法
人
は
所
在
地
と
名
称
）

　
　

を
記
載
し
、請
願（
陳
情
）者（
法
人
は
代
表
者
）が
署
名
か
記
名
・
押

　
　

印
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

請
願
に
は
表
紙
に
紹
介
議
員（
２
名
以
上
）の
署
名
か
記
名
・
押
印

　
　

が
必
要
で
す
が
、陳
情
に
は
紹
介
議
員
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

４　

内
容
が
異
な
る
場
合（
道
路
、ご
み
の
問
題
な
ど
）は
、別
々
に
提
出

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

５　

道
路
、下
水
道
な
ど
、場
所
に
関
す
る
も
の
は
、案
内
図
や
略
図
な

　
　

ど
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

６　

そ
の
ほ
か
不
明
な
点
は
、議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
２
９
５
３ ‒

１
１
１
１　

内
線
３
３
１
１
）

請　　願　　書

紹介議員　○○○○　印
紹介議員　○○○○　印

請願書の様式

請
願
・
陳
情
の
提
出
方
法

１　件名（内容をはっきりと記載）
２　請願（陳情）の趣旨
　　　要旨（内容を簡単に）
　　　理由（内容と理由を詳しく）

上記のとおり請願します。
　　平成○年○月○日
　　請願者　住所○○○○○○○
　　　　　　氏名○○○○　印
　　　　　　　　　ほか　○名

　狭山市議会議長　○○○○

（
表　

紙
）

（
本　

文
）

（用紙の大きさはＡ４です）

※署名した場合、押印は不要です

伸
び
だ
が
、障
害
者
の
人
数
な
ど
は
、

ど
う
変
わ
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

重
度
訪
問
介
護
が
当
初
見
込
み

の
１
・
５
倍
、生
活
介
護
が
１
・
６
倍

に
そ
れ
ぞ
れ
増
え
、約
７
３
６
０
万

円
増
加
し
て
い
る
。訓
練
給
付
も
、就

労
継
続
支
援
の
１
・
３
倍
の
増
を
中

心
に
費
用
が
増
加
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
議
案　
　

総
員
賛
成
で
原
案
可
決

総
員
賛
成
で
原
案
可
決

条
例
の
制
定
◆
市
が
管
理
す
る
市
道

の
高
齢
者
、障
害
者
等
の
移
動
等
円

滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例 

◆

布
設
工
事
監
督
者
が
監
督
業
務
を
行

う
水
道
の
布
設
工
事
及
び
布
設
工
事

監
督
者
の
資
格
並
び
に
水
道
技
術
管

理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例 

条
例
条
例

の
一
部
改
正

の
一
部
改
正
◆
市
議
会
等
の
請
求
に

よ
つ
て
出
頭
し
た
者
に
対
す
る
実
費

弁
償
の
支
給
に
関
す
る
条
例 

◆
障

害
認
定
審
査
会
の
委
員
の
定
数
等
を

定
め
る
条
例
等 
◆
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
条
例 

◆
建
築
基
準
法
等

関
係
事
務
手
数
料
条
例 
◆
市
営
住

宅
条
例 

◆
都
市
公
園
条
例 
◆
下
水

道
条
例 

そ
の
他
◆
埼
玉
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
の
規
約
変
更 

◆
市

道
路
線
の
認
定
・
廃
止（
各
２
件
） 

承
認
承
認
◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算
で

電
気
料
金
な
ど
を
計
上

　　　
　　　曽駅にエレベー
　　　ター等の設置を
求める会の皆さんから、

「入曽駅を安全に利用するために、市と鉄道
事業者が協力して、早期に入曽駅のバリアフリー化
を進めてほしい」との請願が提出されました。
　総務経済委員会の審査では、「駅前整備も絡んで
いるので事情がある」、「駅の中はもちろんだが、駅
前整備もあわせて取り組む必要がある」などの意見
が出ました。しかし、現在の入曽駅が利用者にとっ
て危険な状況にあることは、多くの議員が認識して
います。今回の請願は、
「１万９１７９筆もの
署名を集められたこと
に敬意を表する」、「本
来なら西武鉄道がやる
べきだが、趣旨は理解
する」として、「趣旨採
択」しました。

「入曽駅にエレベ
ーター

等の設置を求める
請願」

を趣旨採択！

 ■議会日誌（主なものを抜粋）
11月2日

9日
13・14日
16日
20日
20日

27日
27日

▷議会活性化特別委員会（26日も開催）
▷埼玉県都市競艇組合議会定例会（さいたま市）
▷議会運営委員会視察（東京都多摩市・長野県飯田市）
▷東京狭山線整備促進期成同盟会要望活動（さいたま市）
▷議会運営委員会（12月13日も開催）
▷全国市議会議長会基地協議会理事会・要望
　懇談（千代田区）
▷基地対策特別委員会
▷第４回定例会開会（会期18日、12月14日閉会）

入

（あて先）


